Ⅳ　思春期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
思春期の心～青春時代へタイムスリップ～

Ⅳ-１




対象：小学校高学年～高校生の子どもをもつ保護者
時間：９0分程度
	ねらい
	〇　自分の思春期や子育てをふりかえり、保護者同士で思春期の子どもについて話し合うことにより、子どもとのよりよい関係づくりについて考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○　思春期の子どもに対しての理解を深めることができる。
○　グループでの話合いを通して、自分の子育てを客観的にふりかえることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４人のグループに分かれておく。
〇　筆記用具　　〇　ワークシート　　〇　アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料　　○　油性マーカー　　○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）
○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　10分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（自己紹介）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介により互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	10分展 開

	ワーク１


・ワークシートに書き込んだ内容をグループで共有する。

	◎自分は、どのように保護者と関わっていたか、どのように保護者のことを思っていたかをふりかえることをねらいとする。
・自分がわが子と同じ年齢だった頃を思い出し、ワークシートに記入する。
・ワークシートに記入後、自分の思春期の頃と同じだと思うことや保護者との関わりについて振り返る。
・ワークシートに書き込んだ内容をグループで共有する。
	ワークシート

	25分


	ワーク２


・保護者から見た子どもの変化について、グループで話し合う。
	◎思春期の子どもの変化についてグループで話し合うことで、子どもに対しての理解を深めることをねらいとする。
・四つの項目について、具体的にワークシートに記入する。
・マイナス面ばかりでなく、プラス面も記入することを伝える。
・この場で話し合ったことは、他言しないことを改めて約束する。
・ワークシートに書き込んだ内容について、グループで話し合う。
	ワークシート

	25分

	ワーク３

２
・ワーク2をもとに、思春期を迎えた子どもへの接し方について、グループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎思春期の子どもとのよりよい関係づくりについて考えることをねらいとする。
・ワーク２の子どもの変化も踏まえて、変化した子どもにどのように接すればよいか、ワークシートに記入する。
・ワークシートに書き込んだ内容について、グループで話し合う。
・考えが違うと思っても、受容的・共感的な姿勢をもち、互いの意見を尊重するように改めて約束する。
・グループで話し合ったことを全体で共有する。
	ワークシート

	5分
	資料紹介


	・資料１を使って、思春期の子どもの心の特徴について紹介する。
	資料１

	　　　15分まとめ

	ふりかえり


・感想を記入して、全体で共有する。
	◎学習をふりかえり、自分の子育てを客観的にふりかえることができることをねらいとする。
・「分かったこと」「考えが変わったこと」等をワークシートに記入し、全体で共有する。
・ファシリテーターは、全体で出された考えをまとめ、話し合ったことを、自分の子育てにぜひ生かしてほしいことを伝える。
	ワークシート





